
１．はじめに 
呼び径 500～1000 NS 形ダクタイル鉄管(以下、NS 形管)はダクタイル鉄管の強靭性と多くの地震で実証

された優れた耐震性能が評価され、多くの事業体で基幹管路として採用されている。NS 形管がこのように
広く普及するのに伴い、更なる施工性向上への要望を数多く頂いている。また、水道予算の減少に伴い、よ
り低コストでの耐震管路の構築も求められている。 
そこで、今回、NS 形管と同じ耐震性能を有し管路布設費の削減、より簡易に接合できる呼び径 500～

1000新耐震管を研究したので、その概要及び継手性能試験結果について報告する。 
 
２．新耐震管(呼び径 500～1000)の概要 
表 1に新耐震管の継手性能（呼び径 500 の例）を示す。継手性能は NS形管と同等とした。 
図 1 に継手構造を示す。施工性・施工品質向上、管路布設費の削減を図るため、以下の特長を有する

継手とした。 
(1)メタルタッチ接合により電動工具（インパクトレンチ）のみで接合可能とし、施工性を向上させた。 

NS形管で必要であったボルトの締め付けトルク管理を不要とし、施工管理を簡易化した。  
(2)ボルト本数を NS形管の半分以下とし、接合時間を短縮した。 
(3)管下ボルトレス押輪を用いることにより、管下のボルト締結作業を不要とし、施工性を向上させ、会所掘
り深さを低減した(図 2,3)。 
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表 1 継手性能 

図 1 継手構造(呼び径 500～1000) 
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 管下ボルトレス押輪 

→施工性向上、継手掘り量削減 

挿し口 

受口 

Ｔ頭ボルト・ナット 

→接合時間短縮(本数半減) 

ロックリング 
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バックアップリング 

項目 性能

水密性能 現行NS形と同等以上

継手伸縮量 管長の±1％

離脱防止力 3DkN (D:呼び径 [mm])

許容曲げ角度 3°20'
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図 2 新耐震管の押輪形状(呼び径 500) 
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図 3 会所掘り深さの削減 
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３．継手性能試験結果（呼び径 500 の例） 
（１）接合性試験 
表 2 に新耐震管の接合試験結果、図 4 に接合完了後の状況、図 5 に直管の接合時間の測定結果を示

す。管下のボルトがない箇所でも、問題なくメタルタッチしており、新耐震管は高い接合性と施工性を保持し
ていることを確認した。また、ボルト本数の半減、ボルトの締め付けトルク管理が不要となったこと等から、約
10分の作業で接合が可能であり、NS形管に比べ接合時間を 35%短縮できることがわかった。 

 
 
 
 
 
   
  
 
 

 
 
 
 
（２）離脱防止性試験 
図6に示すように直管継手部に引張り力を加えた結果、管長の+1%以上継手が伸び出した後、3ＤkN（D：

呼び径[mm]）の引張り力に耐え、管体や継手部に変形等の異常はなく、継手部が抜け出さないことを確認
した（図 7）。 

 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
（３）水密性試験 
 表 3 に示すように、継手部が真直状態、曲げ状態の条件でも継手部からの漏水はなく、高い水密性を確
保できていることを確認した。 
 
  
 
 
 
 
 

 
 
４．まとめ 
 今回研究した新耐震管は施工性に優れており、耐震性、水密性は実績のある NS形と同等以上であること
を確認できた。この新耐震管が水道管路耐震化の一助となれば幸いである。 
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図 5 接合時間の測定結果 

図 6 離脱防止試験方法 図 7 離脱防止試験結果（呼び径 500 の例） 

表 3 水密性能試験結果 
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表 2 接合試験結果 
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図 4 接合完了後状況 
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